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『騎兵隊』論：その成立過程と構造について

中　村　唯　史

で一1．

　イサーク・バーベリの代表作『騎兵隊』を巡っては、これまで少なからぬ数の論文が態

かれてきたが、それらを概観すると、二つの基本的な問題について、研究者の見解が大き

く分かれていることが指摘できる。

　その一つは、『騎兵隊』という作品が、［魂内戦の現実をどの程度、どのように反映してい

るのか、という問題である。

　王919～20年、ソヴィエト・ロシアと独立直後のポーランドとの間で、主にガリツィア地

方を舞台として激戦が展開された。バーベリは、この戦争の末期に、ロスタ通信特派員と

して赤軍の主力ブジョンヌィ将軍磨下唇…ll奇兵隊に所属していたが、『騎兵隊』はその際の

彼の見聞をまとめたものという体裁を取っている。初出時に各作品の宋尾に上記の戦争と

密接に関係する1ヨ付と地名が付されていたこと、実在人物が少なからず実名で作中に登場

していること、また大多数の作晶における「語り手」の姓名（キワル・ヴァシーリエヴィ

チ・リュートフ）が、従軍時にバーベリによって実際に用いられていたものであることな

ど、『騎兵隊』には確かに、国内戦の記録文学としての側面が指摘できる。だがその一方で、

作品問に首尾一貫した登場人物の不在（或いはその存在感の稀薄さ）、文体の極度の様式性

などは、『騎兵隊灘を記録文学から隔てる特徴である。作中のこの相反する二つの側繭のど

ちらを重視するか、或いは両者の関係をどのように考えるかは、研究者によって大きく異

なっている。

　もう一つの争点は、『騎兵隊』という作品の総体としての構造に関わる問題である。自騎

兵隊rlは1926年の初版以来、計34編の短篇・断片によって構成されている（Dが、ソ罵ポ

戦争に基づいているという建前であるにもかかわらず、語り手リュートフが騎兵隊に入隊

した際の逸話『私の最初のガチョウ』が、習癖ではなく第8番目に収録され、吟興的に継

続し登場人物も共通している⑦『ゲダリ』と⑨『師父』とを分断している例（2）に見られる

ように、諸編の配列順序の間には、時間的・地理的な一質性を認めにくい。その一方で、

『騎兵隊』の大多数の作品に語り手リュートフが関与し、彼以外にも複数の作品にまたがっ

て登場する入物が少なくないこと、さらにバーベリが単行本における収録順序に強く拘泥

したこと（3）を考慮すれば、『騎兵隊』諸編を全く独立した作品と見なすこともまた適切では

ない。つまり『騎兵隊謝は、一般的な意味における連作とも短篇集とも言い得ないのであ

る。『騎兵隊』を構成する計34個の短篇・断片が桐互にどのような関係にあるか、どのよ

うな原理に基づいて配列されているか、そしてその結果『騎兵隊』が総体としていかなる

構造を有しているか一この問題に関する見解もまた、『騎兵隊』研究者の問で一致を見て
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『騎兵隊諜論：その成立過程と構造について

の初出時の組み合わせに大きく規定されていたと考えられる。

　1926年に刊行された『騎兵隊』初版と各編の新聞・雑誌初出時のテキストとを比較して

みると、単行本化の際、バーベリはそれらに本質的な修正を加えていない。わずかにトロ

ツキーの失脚に伴い、彼の名前が削除される等の政治的配慮（王3）、また1925年から顕著に

なった簡潔な文体への作者の志向働が指摘できるだけである。したがって、1926年に単行

本化された前後で『騎兵随が読者に与える印象に変化が生じた理由は主として、『騎兵隊』

諸編が初版本において、雑誌初出蒔の発表順や組み合わせと異なる原理に基づいて配列さ

れたことに求められるべきである。

1－3．

　本稿は、従来の『騎兵隊誰研究における二つの問題一！『騎兵隊』とバーベリの従軍時

の体験との関係　2『騎兵隊』を構成する活画の相互関係、および『騎兵隊湘の総体とし

ての構造一に、筆者なりの考察を加えようとするものである。従来、これらの問題は個

別に論じられることが多く、また第2点を論じる際には単行本の収録順序にのみ注意が払

われてきた。だが上に述べたように、雑誌発表時には一種の記録文学と見なされていた『騎

兵隊』諸編が、一冊にまとめられた段階で読者に与える印象を大きく変えていることから

見て、上の二つの問題は密接な相互関係を有しているはずである。

　第一の問題については、諸編の直接の草稿が残っていないため、近年その全貌が明らか

になったバーベリの従軍時のE｛記（以下、引用の際にはD．）、『騎兵隊』諸編の創作の際の

覚書と見なされてきたメモ（同上M。）の分析、および両者と作品との比較対照が有効だろ

う（’5）。また第二の問題については、諸編の雑誌発表時の組み合わせと初版における収録順

序の比較を通じて、単行本化の際のバーベリの意図を分析し、その後『騎兵隊』の総体と

しての構造を考えることにする。

　これまで個々に論じられてきた上記二つの問題を、『騎兵隊』成立の過程に沿って考えて

いくことが、本稿の課題である。既に述べたように、成立の過程でテキストのレベルには

本質的な変更が認められないため、従来の『騎兵隊』研究において重視されてきたテキス

ト分析は、課題に関係するかぎりの必要最小限に留められる。

2－1．

　本章では、従軍臼記と創作メモの分析、両者と作品との比較を通じて、第一の問題点：

鶴兵隊』とバーベリの従軍時の体験との関係を論じる。まず最初に、『騎兵隊』成立の過

程における日記とメモの位置づけについて考えてみる。

《従軍日記について》

　従来の研究において従軍日記は、バーベリの国内戦時の経験をそのまま反映するものと

して取り扱われる場合が多かった（16）。だが書くという行為は、たとえそれが私的な日記の

場合にも、内容の取捨選択を必然的に伴うものだ。日記の記述が事実に基づいていること

～！ユ7一
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『騎兵陵論：その成立過程と構造について

とは、日記中にさえ文学的パラレルを意図した記述が見られる（28｝ことによっても明らか

だ。だがその一方、創作メモにはこの種の発想を自戒する言葉もしばしば兇られる（「比1喩

や歴史的パラレルなしに一単に短篇。（M．17）」「きわめて簡潔に、事実の叙述、余計な

記述ぬきで。（M．26）」）。

　創作メモの多くが、バーベリが！924年にブジョンヌィ将軍の非難を受けた後、騎兵隊兵

士に好意的な作品を試みた時期に藩かれたものであることは既に述べた。したがって上に

引用した記述は、逆に惑えば、バーベリがそれ以前に発表した『騎兵隊』諸臣において、

いかに神話的・文学的・歴史的パラレルを重視したかを示している。事実バーベリは1923

年末から24年の前半にかけ、⑤ガアポレク様』・⑭『キリストのサーシュカ』・⑨『師父』・

⑥『イタリヤの太陽ガ⑦『ゲダ％など神話的・文学的パラレル舷蓼底とする作晶を集中

的に発表している。

　ただし、神話的・文学的パラレル、特に聖書モチーフの使用例が自｝騎兵隊』に数多く指

摘できるとは雷え、それは『騎兵隊』が聖書の価値観に基づいて書かれたことを、必ずし

も意味しない。たとえば｛二に引用したM．2におけるチェーホフ駐入姉妹』は、性格の異

なる姉妹という設定の類似から連想されたものに過ぎない。また岡じメモ中の聖書的パラ

レルは、アバ9日の安患というユダヤの伝統を媒介として、D．7／241d＝｝会ったユダヤ人家

族の苦難に、二千年前のエルサレムの陥落とエレミヤの哀歌を重ね合わせたものである。

バーベリにとって「パラレル」とは、専ら状況や設定の一…致に基づき、時空を隔てた人物

や欝来事を、任意に結びつけ重ね合わせることを意味していた。

　そして、この営為もまた原典のコンテキストの無視を前提とする以上、神話・歴史・文

学とのパラレルは、バーベリの従軍II寺の経験について既に指摘した、その本来の連関から

切り離したうえでのモチーフそれ自体の任意の結合というド事象化」の一環に他ならない。

バーベリの関心はあくまでも個々の事象をいかに結びつけるかという点にあった。『騎兵

隊』における「事実」と「パラレル」の相違とは、結びつけようとする事象が現実に取材

したものである場合に「語り」のシークエンスに沿って結合する試みが優先し、「パラレル」

の場合には事象内部の関係性の…致に基づいた比喩的結合が優先したというだけの違いで

あり、事象が本来いかなるコンテキストの内にあったかは、バーベリにとって本質的な問

題ではなかったように思、われる。

2－3．

　前節では、主に現存の創作メモの分析を通じて、バーベリの『騎兵隊：』創造における基

本的な方法が、原典の現実・神話・文学作品の別を問わず、これを「事象化」し、個々の

事象を帰納的ないし比喩的に結合することにあったと指摘したが、この節では特に作中人

物に焦点を当てて、作品と従軍日記とを対照する。

　『騎兵隊』の作中人物について明確な分類を最初に行なったのは、P．カーデンである。彼

女は作中人物を「コサック」タイプと「弱者」タイプの2種に分け、各々のタイプが、容

姿や世界観の点で互いに対照的な位置にあるとした。「コサック」タイプとは、具体的には

作画④のディヤコフ、⑬のコレスニコフ、⑮のパヴリチェンコ、⑰のプリシチェパ、⑲の
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コンキン、⑳・⑳のバルマシェフほか赤軍兵士の大多数である。彼等は共通して強健かつ

美しい身体を持ち、また必ず勇敢さと残虐さを兼ね備えている。一方「弱者」タイプに属

するのは、作品⑤の画家アポレ久⑦・⑨の誓学的な老古物商ゲダリ、⑭・⑳の「キリス

トの」サーシュカなどである。身体に何らかの欠陥を持ちながらも、苛酷な現実に対して

自らの芸術やヴィジョンを投げかける、その存在のあり方において彼等は共通してい

る（29｝。カーデンのこの分類は以後多くの研究者によって踏襲され、その結果ポドテキスト

（メタファー、モチーフの連鎖等）のレベルにおいても、「コサック」タイプと「弱者」タ

イプの間に厳密な対照関係の形成されていることが、次第に明らかになってきている（30）。

　ところで、上の分類を前提として、作中人物に対応する記述を従軍日記中に求めると、

興味深い結果を得ることができる。「コサック」タイプについては原型と見なし得る人物を

指摘できる場合が多い（例：ディヤコフ→D．7／13・！4・16、プリシチェパ→D．7／24等）

のに対し、「弱者」タイプにはモデルが存在しないのである。

　ゲダリについてはこれまで、D．7／3中に現われているユダヤ人がそのモデルとされてき

たが、彼は古物商という境遇が作中人物と一致しているに過ぎず、たとえばその「金に汚

い」性格はゲダリからきれいに拭い去られている。

　作品⑤の主人公、異端の聖像画家アポレクについても、日記中にその雛型と思われる人

物の記述は見当らない。確かに、作品⑳哩ヴァレントのもとで』においてアポレクの作

とされている絵画のモチーフはD．8／7の記述を忠実に再現したものだが、日記では描き

手についてレムブラントやムリーリョの名が想起されているだけである。「キリストの」

サーシュカに至っては、日記中にその生成の契機となるような人物やエピソードさえ指摘

できない。従軍時の経験に触発された場合があるにしても、「弱者」タイプの物語は、基本

的にバーベリの想像力の産物である。

　「コサック」タイプについては、日記の側から作品を晃た方が、バーベリの意図を理解す

るのに役立つだろう。このタイプを組み立てる際に、彼が捨象したものを知ることができ

るからだ。

　まず第一に指摘できるのは、騎兵隊の中で例外的な存在であり、したがって臼記中バー

ベリが何度も注意を向けていた者が、作品においてはむしろ後景に退いていることである。

バーベリが最も関心を払ったのは、彼の御者グリシチュク（D．7／14・19・21・24、他）と

赤軍師団長カルル・カルロヴィッチ・ジョルナルケヴィチ（D．7／11・13・14、他）の二人

だった。彼等に共通していたのは共にコサックの出身ではなかったことで、バーベリは、

ジョルナルケヴィチが「共産主義者ではなく、ポーランド人なのに、鎖につながれた犬の

ように誠実に勤務している（D．7／13）」こと、グリシチュクが「5年間ドイツに捕虜とし

て抑留され、いま故郷から50露里の所にいるにもかかわらず、逃げ出さず、沈黙している

（D．7／14）」ことに奇異の念を抱き、彼等がコサック軍に留まっている理由、そのメンタリ

ティを解明しようと試みたのだった。

　ところが『騎兵隊』においては、バーベリは彼等の存在感を稀薄にしている。ジョルナ

ルケヴィチ（＞Ko護HaPKeB詞q）は④『軍馬補充部長』の中に「司令官丑く」という略式の名前

でほんの数行顔を覗かせているに過ぎず、グリシチュクを主人公とした短篇は、一度新聞

に発表されはしたものの、『騎兵隊』が単行本となった際には収録されなかった。この結果
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『騎兵隊』の作晶世界には、「語り手」リュートフを除いて、騎兵隊におけるアイデンティ

ティを自問せざるを得ないような入物が存在しなくなった。これをコサックの「典型」が

前面に押し出されてきたと需い換えても良い。

　日記にはまた、クバン・コサックが他の地方出身のコサックに比べ物静かで端正なこと

（D．8／11、9／3－5）、あるコサック隊長とユダヤ人品宮との問に深い友情が結ばれてい

たこと（D．8／4）などの記述が見られるが、これらもまた作晶には生かされていない。バー

ベリが従軍時に出会ったコサック内部の特殊な事例や個性的な人物は、作晶に至る過程で

排除されたのである。このこともまた、『騎兵隊』におけるコサックの典型化・類型化の一

環と見ることができる。

　R．W．パレットは『騎兵隊』を、コサックの身体性・戦士としての勇敢さを賛美するロ

シア文学の伝統（プーシキン『大尉の娘』・ゴーゴリ『タラス・ブーリバ』・トルストイ『コ

サック』他）の延長線上に位置づけている（31）。確かに、文明に汚されていない「自然人」

としてのコサックは、ロマン主義以降、ロシアの多くの作家が好んだ文学的形象であり、

『騎兵隊』の「コサック」タイプが、こうした流れの上にあることについては筆者も異存が

ない。

　ただし、ここで強調する必要があるのは、『騎兵隊』のヂコサック」タイプが結果的に上

記の伝統に連なったのではなく、むしろバーベリが、「文明」に対するアンチ・テーゼとし

ての「コサック」という文学的形象を当初から意識して、その類型に当てはまるように自

作品の「コサック」を翻訳したように思われることだ。グリシチュクら非コサック系の兵

士を作品から排除し、またコサック個々の個性・特殊性を稀薄にしたことに見られる通り、

『騎兵隊』のコサックがロシア文学の伝統に接続したのは、作者の意識的な操作の結果だっ

た。「コサック」タイプに属する人物が、互いに区別しがたく、まさしく「タイプ＝類型」

に他ならないのは、彼等が実在人物よりもむしろゴーゴリやトルストイのコサックの方に、

多くを負っているためである。

　以上を要約すると、『騎兵隊』の作中人物の二つのタイプのうち、「コサック」はヂ自然

人としてのコサック」という伝統的文学形象に忠実な類型であり、一方「弱者」タイプは

バーベリの全くの創造であると書える。この観点からすると「弱者」タイプという定義は

おそらく精密を欠き、私達はむしろこれを「自然入」に対する「文明人」と呼ぶ方が適切

であろう。そして前者のタイプが主として日記中のヂ事象」の取捨選択に、後者がバーベ

リの想像力にそれぞれ基づいていることから見て、『騎兵隊』における作者の位置は「弱者＝

文明人」の側に内在していると書うことができる。

　なお⑩『プロディへの道』⑫『ドルグショフの死』⑳『アフォニカ・ビダ』⑳『聖ヴァ

レントのもとで』の4編にわたって重要な役割を果たし、従来「コサック」タイプに属す

るとされてきた中で、おそらく読者に最も深い印象を与える作中人物アフォニカ・ビダに

ついて、その言動の原型と思われる記述がB記中に皆無であることを付け加えておく。彼

については、また後で考察する。
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3一了．

　この章では、第2の問題：『騎兵隊』を構成する諸編の相互関係、『騎兵隊』の総体とし

ての構造について論じるが、この問題について従来多くの研究者が雷及してきた中で、相

互に対立する簸も明確なモデルを提示したのは、P．カーデン（1972年）と」．」．ファン・パー

ク（ユ983年）である。

　カーデンは、『騎兵隊』の州崎が時間的・地理的な継続性に基づいて配列されていないこ

とを重視した。『騎兵隊護は今町を最小単位として成り立っているが、作品相互の間に首尾

一貫した展開が欠けているため、主人公（語り手リュートフを指す）の認識には第1編か

ら第34編に至るまで深化も発展も認められない。このため『騎兵隊』を連作の形を取った

novelと見なすことはできないと言うのがカーデンの主張である。彼女は諸編の相亙関係

を［A篇B＝C］と公式化し、また「騎兵隊』の総体としての構造を「サイクル」という

用語で言い表わした。サイクルにおいては、各作品は基本的に同一の主題の変奏曲、雷い

換えれば反復である。したがって『騎兵隊』には始まりも終わりもないと言える（32）。

　これに対しファン・パークは、『騎兵隊』の構造は本質的に「…10veHike」であり、選言

の相互関係は［A→B→C］であると主張した。彼は⑦『ゲダリ』⑨『師父1⑭獅父の

子』3編の間に見られる移相を語り手リュートフの自己認識の深化と見なし㈹、間に多く

の作品が挿入されているため…一貫しているとは言えないながら、これらの作品の間には発

展と呼び得るものがあるとした。彼はまた厭戦感や戦争の悲惨を描いた作品が『騎兵隊』

の後半に集中し、最終第34編において赤軍の潰走が記されていることを指摘して、戦況の

chronologyは作品世界においても、ごく漠然とした形ながら保たれていると考えた（34）。

　カーデンはその翌年G984）、ファン・パークの主張に対し再反論を試みるように、『騎

兵隊講の構造について「空間性（spatiahty）」・「現在性（presentness）」という概念を導入

した（351。『騎兵隊』下編は歴史的時間や地理的な正確さと有機的に関わっていないため、そ

れぞれが「今現在」のこととして認識される。そして34編の「現在」の並列が完結した瞬

間に、全体としてのサイクルが読者の意識裡における個々の作品の配置を逆に定義すると

言うのである。ファン・パークの主張における『騎兵隊』作品世界の完結性という考えを

受け入れながらも、それをchronologyの文脈から引き離すことによって、カーデンは部分

と総体の間の相互影響を新たに視野に入れ、「サイクル」説の補強を図ったと言える。

　本稿においても、カーデンとファン・パークによって提出された概念を手がかりとして、

『騎兵隊』の構造を探ることにする。ただしここで留意する必要があるのは、両者の論考が

専ら単行本における収録順序を対象とし、諸編の初出時の組み合わせを視野に入れていな

いことだ。私達はまず、単行本化の際の『騎兵隊』諸編の再配列の意味について考えてみ

る必要がある。

3－2．

1926年に一冊にまとめられるまでに、『騎兵隊』諸編が、いつ、いかなる機関に、どのよ
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『騎兵隊』論：その成立過程と構造について

問的・地理的な軸ではなく、主に「タイプ」やテーマの別に基づいて執筆されていたと考

えることができる。

　こうして！925年4月までに出揃った飾編が1年後に『騎兵隊』として一冊にまとめられ

たこと、その際のバーベリの最大の関心事が作品の配列順序にあったことは既に述べた通

りだが、バーベリはこの単行本における配列において、「タイプ」やテーマの一貫性を可能

なかぎり破壊しようと努めたように見える。この傾向は『騎兵隊』の特に前半部分に顕著

であり、そこでは作品③・④・⑥・⑧・⑬・⑮・⑰が明確な「コサック」タイプを主入公

にしたもの、⑤・⑦・⑨・⑭・⑯が「文明人」タイプを中心に据えたものというふうに、

明らかに作中人物の2タイプが交互に登場するように仕組まれている。

　後半部においては、作品⑬・⑭を除いて「コサック」タイプの登場する作品が主流だが、

これは一つには「文明人」タイプの作品の絶対数が少なかったためだろう。また「コサッ

ク」タイプの作品とは書っても、後半部に収録されているのは、人物の英雄性や残虐さを

露出するよりも、むしろ戦争それ自体の悲惨さに璽点を置いたものの方が多い。概述の通

り初出時には併録されていた姉妹編⑨と⑭、⑱と⑳が、単行本において遠く分断されてい

ること、試問的・地理的にも登場人物の点からも継続している作品⑦と⑨の間に典型的な

「コサック」タイプの登場する作目⑧が挿入されていることなどからも、単行本における

バーベリの意図が、展開の首尾一貫性の破壊にあったと考えられるのである。

　以上の経緯を念頭に置いて、第1節に見たカーデンとファン・パークのモデルに再び戻

るなら、私達は、特にカーデンが1984年に提出した「現在性」という用語の有効i生に思い

当たるだろう。作品初出時における時間的・地理的継続性の軽視、単行本の配列における

「タイプ」やテーマの一貫性の破壊、さらには遡って第2章・創作メモの考察に見た「事象」

の帰納的な結合という構想の方法までも視野に入れれば、『騎兵隊誰の成立過程において、

バーベリは一貫してこの「現在性」を志向していたと雷える。

　確かにファン・パークが「110veHike」説の根拠とした2点一戦況のchrollologyの作

品世界における維持、作品⑦・⑨・⑭における発展一は、それ自体誤りではない。けれ

ども赤軍騎兵隊のポーランド侵入から敗走までの過程は、『騎兵隊』の世界において順序立

てて展開されているとは言えず、当布の読者がなお国内戦の記憶を鮮明に抱いていたこと

を計算に入れて、ただその大枠が示されているに過ぎない。そして、この漠然とした枠組

の内に置かれた馬蝉は、初出時の順序・組み合わせが単行本において崩れていることから

見ても、明らかに相互に置き換えが可能であり、つまり本質的に横並びなのである。⑦『ゲ

ダリ』・⑨『師父』・⑭『師父の子』における発展も、単行本において前半部と末尾とに遠

く隔てて配置されていることから見て、作者自身、この3編における「110veHikeJの印象

を稀薄にする意図があったと考えなければならない。

　とは言え、謬師父の子』の最終編という位置が、『騎兵隊遡全体における上記3作品の比

重を早引的に高めていることは否定できない。私達は以下に、『騎兵隊』の作品世界全体に

おいて諸編罵「現在」がどのような空間的配置を形成しているかを考察するが、上記3編

のnoveHikeな展開は、この配置の中に組み込まれる必要がある。
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肖・墜寸疑筐史

3－3。

　前節において「赤軍のポーランド侵入一撤退」の枠内で『騎兵隊』三編が相互に横並

びの関係にあることを指摘したが、ここで留意する必要があるのは、読者が本を普通巻頭

から読んでいくものだという簡明な事実である。『騎兵隊』中のいったい何が、第1編から

34編までが順番に収録されているシークエンスに抗して、各作品の並立関係を読者に認識

させているのだろうか。

　この点についてD、メンデルソンほか多くの研究者が指摘しているのは、『騎兵隊聾にお

ける「モンタージュ」の技法である（52）。個々の作眉㍉は、スト～リーの垂直的な展開とは別

に、ポドテキストの様々なレベルにおいて、イメージ・モチーフ・メタファー等の「断片」

に分割される。そしてこれらの断片は、個々の作品の垣根を越え、他作品内の同一・類似

の断片と、読者の脳裏で互いに結びつくというのである。確かに、長期に渡って文字通り

断片的に発表されたにもかかわらず、『騎兵隊』には複数の作品に共通するイメージ・モチー

フ・設定等が少なからず存在し、総体としての「騎兵隊』が読まれていくシークエンス、

或いは『騎兵防の後半部にとりわけ顕著な敗戦への流れに対して、複数の作品を平行に

結びつける機能を果たしている。

　このような「平行機能」を担う中で、特に本稿において注目されるのは、作中入物の2

タイプ（「コサック」と「文明人」）を、それぞれ相互に結びつけている諸要素である。第

2章において従軍日記と作品との関係を考察した際に、前者が日記中の記述に多く基づき、

後者がほとんど基づいていないという、極めて対照的な結果が得られているからだ。

　『騎兵隊』の無数の登場人物を作品横断的に上記2タイプに収敏させている諸要素につい

ては、従来多くの研究者がこれを取り扱い、明らかにしてきた。ただし「コサック」タイ

プと「文明人」タイプの各々において、その相互の結びつき方の間に質的な相違があるこ

とは、これまであまり指摘されてこなかったように思われる。

　「コサック」タイプを互いに結びつけているのは、このタイプに属する人物の認り口の共

通性と、容姿等のディテールの一口である。軍隊風・民話風およびジャーナリスティック

な統辞法や語彙が巧みに混清された彼等の語り口・手紙の文体、あるいは色彩豊かなその

服装、神話的なまでに英雄的な身体美を示すディテールは、ほとんど例外なく『騎兵隊1

中のすべてのコサックに共通しており、そのため読者は、名前の他には、彼等を区別する

ための指標を持つことができない。作中のコサック達が「タイプ」として成立しているの

は、主として、その極度の類似性による。

　これに対して「文明入」タイプを結びつけているものは、ディテール等の単純な一致に

留まらない。このタイプに属する人々、或いは彼等に関係するモチーフは、作品の枠を越

え、複雑に連鎖し合って、重層的な呼応関係を形成している。この連鎖の核にあるのは、

具体的には「蜂」「イエス・キリスト」「洗礼者ヨハネ」「漁師／使徒」のモチーフである。

　上のうち、『騎兵隊』を読み進める中で最初に現われるのは、⑤『アポレク様』における

「洗礼者ヨハネ」である。語り手リュ～トフは、ノヴォグラドの逃亡したカトリック神父の

家で、画家アポレクの手になる「洗礼者の死」と題する聖像画を目にする（CTP．18）。作品
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中村唯史

ポレク様』において語られたアポタリフの再現である。

　作品⑳にはまた、サーシュカとリュートフに歌を教えた者として、ドン河口の禁猟区の

漁師が登場する。「抄い伝え得ぬほど豊饒に魚の生まれる」（CTP．125）この地域に網を打つ

漁師は、「キリストの」サーシュカとの連想において、使徒の一人と見なされよう。この「漁

師／使徒」のイメージは、上に引用した作品⑳の絵のモチーフ、また⑨『師父』中のハッ

シド派教徒の記述にも現われている。「片隅では肩幅の広いユダヤ人達が、祈濤書の上に属

みこむようにして、なおも喩っていたが、彼等は漁師のようでも、また使徒達のようでも

あった。」（cTp。36）（56）

　以上に見たように、当人達の類似性によって互いに結びついている「コサック」タイプ

とは異なり、「文明入」タイプは、複数のモチーフの複雑な連鎖の中に、まるで衛星のよう

に配置されている。上に引用した記述がすべて、既に雑誌初出蒔に見えていることから考

えて、バーベリはこの連鎖を、各作品が断片的に発表されていた段階で、既に意識的に構

築していたのだと考えられる。ただし、ハッシド派教徒が十二使徒に響えられている例に

典型的に現われているように、「文明人」タイプのこの重層構造が、何らかの既存の神話的

価値観に立脚しているとは考えにくい。バーベリは、実在人物をモデルに聖像画を描いた

「アポレク様」さながらに、聖書・神話・フォークロア・アポタリフを任意に駆使して、上

の複雑な連鎖を作り出したのであった。したがって重視すべきは、「文明人」が連鎖に組み

込まれていること、連鎖の存在それ自体であると言える。

　なお、上の連鎖において、従来「コサック」タイプに分類されることの多かったアフォ

ニカ・ビダが、大きな役割を担っていることは重要である。確かに彼自身の行動様式は、

馬に対する執着（⑳『アフォニカ・ビダ』）、殺害・掠奪といった残虐行為（⑫『ドルグショ

フの死』・⑳『聖ヴァレントのもとで』）等、「コサック」タイプのそれである。だが、その

一方で彼は、作品⑩において「蜂一イエスーヨハネ」のモチーフを導入し、また作品⑳に

おいては、教会掠奪の先頭に立ち、上に見た「揺藍の中の赤子イエス」の絵を引き出す「狂

言廻し」の機能を果たしている。既に触れたように彼が従軍日記中に雛型を持たず、また

⑳『アフォニカ・ビダ』が初出時に⑨獅父』⑭『キリストのサーシュカ』等と同時に掲

載されていることから考えると、イディッシュ語で「ロシアの不幸」を意味する象徴的な

名を持つ（571この人物は、むしろ「文明人」タイプを結ぶための触媒と見なされるべきであ

る。

3－4．

　「コサック」と「文明人」両タイプの対照は、バーベリ研究者によって、これまで様々な

用語によって表現されてきたが、M．エーレによる《epic－heroic》モードと《pathetic》モー

ドの対照という定義㈹は、とりわけ示唆的である。叙事詩や英雄諦は動的に展開すること

をその筋立ての基本とするが、『騎兵隊』中の「コサック」達もまた、ポーランドという異

郷において転戦を重ねている。「コサック」タイプのこの動的展開につれて、「文明人」タ

イプの幾つかの固定された静的な小世界が、読者の視界に現われては消えていく一これ

が『騎兵隊』の根本的な構造であると、エーレは主張している。『騎兵隊』において、時間
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『騎兵隊離論：その成立過程と構造について

あるだろう。日記に何を記載するかという取捨選択において、彼は将来の創作に必要な事

項だけを書き留めた。「イデオロギーの十字路」たる国内戦の戦場で、他のいかなるイデオ

ロギーとも交差しない「文学」という立脚点に基づき、傍観者の立場を貫いたのである。

賑記を綴るバーベリの眼前には、各々圏有の関係性を備えた、多様な人物や出来事が現わ

れては消えていったが、対象の多様性は、それらが素材として捉えられるかぎり、「多声性」

につながることは決してない。主体の側に何らかの価値観が存在しない以上、肯定するに

せよ否定するにせよ、他者との間に「対言乱は成立しないからだ。1920年のソ瓢ポ戦争に

おいて、バーベリは一個の「カメラ・アイ」であることに終始したが、自身の内にイデオ

ロギーを持たない無色透明な視点は、逆説的ながら、多様な対象を膚らの機能に従属させ

てしまうのである。

　制動に述べたようなジレンマ、ないし逆説は、『騎兵隊』中においては、主要な語り手

リュートフの位置に、最も顕著に現われている。『騎兵隊』の作品の多くが、このリュート

フの視点から語られ、或いは彼の関与をその枠組としている1611のだが、作者バーベリと境

遇や容姿など多くの点で一致しているこの語り手は、作中において人格と呼ぶべきものを

付与されていない。『騎兵隊』の世界には「コサック」タイプと、種々の「文明人」タイプ

の、大きく分けて2種のイデオロギーの影絵が交互に前面に出てくるが、リュートフはそ

れらにさえ、ただ受動的に反応するだけであり、両タイプに対し何ら能動的に切り結ぶこ

とがない。

　概して、『騎兵隊』の二つの価値観は、葛藤することがないのである。それぞれの基調に

沿った作品は交互に配置されていて、同一の作晶の中で両タイプが衝突することはごく稀

である。残虐行為の起こる場合にも、その当事者の一方は必ず葬人格化されており、読者

に抽象的な印象をしか与・えない（62）。

　リュートフの存在は『騎兵隊』において、異質な擬似価値体系が萬黙することを圓寓す

るための、緩衝点の役割を果たしている。互いの間の有機的なつながりを寸断されている

34編の「現在」は、語り手リュートフを中心として「空間的」に配置されているが、しか

しこの『騎兵隊』作品世界の焦点は、それらを統合する原理を欠いた「O（ゼロ）」なので

ある。

　このようなリュートフの位相は、明らかに従軍時のバーベリの位相を反映しているのだ

が、両者の違いは、当然のことながら、バーベリが1騎兵隊』の作者であるのに対し、リュ～

トフが『騎兵隊』中の一機能に過ぎない点にある。ファン・パークがドnoveHike」の根拠

として指摘した⑦『ゲダリ』⑨『師父』⑭『師父の子』におけるリュートフの自己認識の

深化も、それらが34週中の3編に過ぎず、しかも遠く分断されているため、『騎兵隊』の

世界全体を統括するには、あまりにも軽量である。バーベリはあたかも、霞分の分身たる

リュートフもまた、国内戦の激しい現実の中では「エピソードに過ぎない」（CTP．129）と

言おうとしているかのようだ。

　『騎兵隊』において、語り手リュートフが自身の慨値観を持たない「視点」であり、作品

世界の諸要素を統括する機能を欠いていることは、素材収集のために従軍したバーベリの

「観察者」としての自己限定、すなわち國内戦の現実における種々のイデオロギーの錯綜の

中での「0」としての自覚を反映している。だが「視点」と化した自己は、「0」であるそ
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Творческий Процесс и Конструкция <Конармии> 

и. э. Бабеля. 

Тадаси НАКАМУР А 

СтаТЫI состоит из четырех rJIaB. 

Первой ГJIавой ЯВJIяется введение, в котором IlpeJlCTaBJIeIIbl два важных вопросов, 

еще не разрешенных в изучении важнейшего ПРОИЗl3едения БабеJIЯ НонаР.Мllll. Один из 

иих - BOIIPOC О том, как и до какой степени J{онаР,ltllя отражает опыт и наБJIюдение 

I3абеJIЯ во время el'o участия в советско-польской войне 1920 года. В J{OHap_Illlll 

сосуществуют черты документализма (указание даты и места происшествия, 

ИСПОЛЬЗОВaIIИе IIастоящего имени прототипа и т. д.), а также черты, Ilротиворечащие 

докумеIIтализму (отсутствие последователыюго персонажа, крайннн СТllлизация речи и т. 

д.). Как оцеIIивать соотношение этих IIРОТИВОПОЛОЖНЫХ течений в J{OHapAillll - об этом 

исследователи еще не достигли СОГJIасия. 

Другой важный вопрос касается конструкции J{OHapAillll как целого. С одной 

стороны, в соотношении 34 рассказов, составляющих Нонардт lllO , не хватает 

IIОСJIедовательности, IIИ временн6й, IIИ географической. А, с другой стороны, неJIЬЗЯ забыть 

о существовании персонажей, которые П05ШЛЯЮТСЯ в неСКОJIЬКИХ рассказах (например: 

"ГJIавный рассказчик" Лютов). Короче говоря, Шоl не ilюжем считан) НонаРАЩIO ни как 

IIPOCTO сборник рассказов, IIИ как IIовееть, составленную из них. 

I3ышеУIIомянутые BOIIPOCbI до сих пор ПОчти всегда обсуждались отдеJIЫЮ. А 

здесь Haill IIУЖНО обратить внимание на то, что lIOIII1мание современниками о J{OHapAillll 

IlзмеIIИJIОСI) в 1926 году, когда она впервые издавалась как от дельнан книга. До тех пор 

рассказы, относнщиеся к J{OHap~llllll, отдельно IIуБJlиковались в журналах, и Jlюди узнавали 

их, в IIРИIIЦИllе, как репортажи гражданской войны. А после издании отделыIйй книги, 

ГОСIIOДСТВУЮЩИМ CTaJlO мнение, что J{онаРАtllя не столько отражение реаJlЬНОСТИ, сколько 

выражение мировоззрения автора. Известно, что I3абель доволыю JlOJIro мучился IIад 

раСIЮJюжеllием рассказов в отдельной книге. Поэтому неJl[)ЗЯ со:vшеваlЪСН в тесной 

взаимосвнзи двух вышеуказанных вопросов. 

Во второй главе мы исследуем СООТllOшение IIроизведения с ОIlЫТОМ И наблюдеllием 

Бабеля 13 советско-польской войне, главным образом, посредством сопоставления конар­

мейских рассказов с дневником Бабеля 1920 года и "планами и набросками". В 

реЗУЛlотате аllализа дневника оказалось, что I3абель участвовал в войне с целью сбора 

предметов для творчества, а также что он, непосредственно опирансь на дневник, писал 

конармейские рассказы. А большинство "планов и набросков" соответствует незавершен­

ным рассказам, задуманным после обвинений НонаРМllll буденным в 1924 году. Поэтому 

нам следует обращатьсн с этими планами не как первостепенными материалами для 
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изучения текста Нонар.мии, а скорее как ключами к внутренному миру бабелевского 

творчества. 

Благодаря анализу "нланов и набросков", процесс осуществления конармейских 

рассказов угадывается в следующе\l. Сначала нерсонаж и происшествие из реальности, 

и также ,ютивы из мифов, истории и существовавшей литературы отрезаются от 

собственного контекста (ВРб!Я и место, источник и т. Н.) и превращаются в материалы для 

конструкции. И НОТО,I эти \штериалы всячески связываются друг с другом до того 

,1О\lента, ко!'да автор считает их сцеПJIение подходящим. Кажется, Бабель не придаваJI 

ПР!!НillшиасlЬНОГО значения TO,IY, от какого контекста данный материал ИСХОДИJI. Поэтому 

существование в дневнике ЗЮlеток, соотнесенных с текстом Нонар.мии, не обязательно 

значит, что произведение отражает реаJ1ЫЮСТЬ гражданской войны. 

В конце второй главы мы непосредственно сопоставляем дневник с рассказами, имея 

в виду, главным образом, КJIассификацию персонажей Нонар.мии по анг JIИЙСКОЙ 

исследоватеJIьнице П. Кардену. (По ее мнению, их деJIЯТ на две группы: тип "казак" и тип 

"жертвонриноситеJIЬ".) Вследствие этого сопоставления оказалось, что персонажи второ­

го типа цеJIИКОМ являются продуктом воображения Бабеля. А говоря о типе "казак", 

считают важным то, что Бабель в рассказах не использовал исключительных людей или 

неТИПИЧ!Iые происшествия, упомянутые в дневнике. Можно сказать, что все персонажи 

этого типа образуются в полном соответствии с традиционным образом русской литературы 

l1Осле роматизма "казак как стихийная с ИJ13 " . Поэтому соотношение двух типов персо­

нажей в НонаРо~tИи определяется как контраст между стихией и культурой. Чтобы точнее 

нонять фазу тина "жертвоприноситель" , в дальнейшем нам лучше назвать его типом 

"КУЛЬТУРЫ", так как персонажи этого типа поставлены в постоянной симметрии с "каза­

ка\ш" в мире f{онаРЛlUU. 

В третьей главе мы обращаем внимание на конструкцию Нонар.МИll как целого. 

Сначала представлены два противоположных мнений об этом вопросе. Одно из них 

версия "Конармия как литературный цикл", выдвинутая П. Карденом. По ней, рассказы, 

которые составляют f{онар.мuЮ, расноложены в параллельной взаимосвязи. В их 

соотношении не найдено ни развертывания сюжета, ни развития миропонимания персонажа. 

Карден считает, что маленький мир каждого рассказа отрезается от исторического времени 

и географического пространства. Карден определяет его фазу термином "нынешность", и 

также расноложение рассказов в f{oHapALuu характеризует СЛОВО,I "пространственность". 

А противоположного ШlеlIl1Я придерживается голландский исследователь Ван-Баш{. Он 

утверждает, что f{онарлlUЯ как целое lIocTpoeHa на принципе новеллы. В подтверждение 

своей версии он указывает на углубление самопознания "главного рассказчика" Лютова в 

трех рассказах "Гедали" "Рабби" "Сын рабби", а также на lIocTeneHHoe усиливание 

настроения ненависти к войне, заметное во второй половине Нонар.м1lи. 

Вследствие сопоставления порядка опубликования конармейских рассказов в журна­

листке с их расположением в отдельной книге, мы принципиально согласуемся с версией 
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!{ардена. В БОЛЬШИНСТI3е случаев Бабель в одном номере журнала вместе публикует 

несколы<О рассказов, сходных по типу героя или теме. А в отделыюй книге он располагает 

рассказы так, чтобы 2 типа героя попеременно ПОrШЛЯЛИСЬ перед читателями. ]lrlожно 

сказать, что Бабель в книге сознателыю разрушает временную, географическую и тема­

тическую ПОСJlедоватеJlЫЮСТЬ в соотношении рассказов, которая еще сохранялась во время 

их помещения в журнаJlистке. В отдельной книге рассказы, в рамках "от вторжения 

конармии в Польшу до отхода из нее", расположены не в последовательности [А -> В-> 

С], а 13 взаимно параллельном соотношении [А В С]. 

Такое соотношение рассказов в /{онаР_Мllll сознается читателями путем приема 

"монтаж" (или "коллаж"). В этом произведеНI1И существует немало деталей и мотивов, 

вторично гюявляющихся И В других рассказах. Именно они, против тенденции отвесного 

развертывания сюжета, параллелыю сцепляют рассказы. Прием "монтаж" тоже служит 

тому, что читатели ощущают общность каждого типа персонажей в /{онар.Мllll, а здесь нам 

нужно обратить ВНИI.lание на качествеlllюе различие казацкого тина и культурного. 

Персонажи нервого типа связываются друг с другом посредством сходства их речи или 

деталей, выражающих их внешность. А у культурного типа трудно найти сходство на 

подобном уровне. Их связывает многослойнан цеш" составляемая из библейских мотивов 

"пчела" "Иисус Христос" "!{реститеЛl) Иоанна" "рыбак аПОСТОJl". Можно сказаТlо, что 

Бабель создавал казацкий тип "извне", а КУJlЬТУРНЫЙ '1'1111 "извнутри" . 

Несмотря на свое высокое заllадноеВРОllейское образование, БабеJllо уже 13 1916 

году оБЪЯВJlяет СКЛОIIIЮС1Ъ к IIРlnll1ТIIВЮ,IУ. Широко изветсно, что в начаJlе 20 века в 

русской шггеШlI'енции ГОСIЮДСТВУЮЩI1М было :Vlессианское мышление, 13 котором ожидаетсн 

катастрофа западной ЦИВИJlИЗalЩИ. По этому мышлению, ЦИВИJlизация должна 

разрушаться стихийной СИJlОЙ. ИнтеJlлигенты, которые ОlOтреJlИ на !vIИР с этой точки 

зрения, посчита,ли рево.ЛЮЦИЮ 1917 года именно такой катастрофой. А конструкция 

/{онаРоНllll отражает это illИровоззрение. В Ilроизведении можно заметить, что 

культурный тин lIерсонажей находится в ПОСТОЯIIIЮМ контрасте сказанким ТИIIОМ как 

стихийной си,лой. Более того, 3 Ilерсонажа из ку,льтурного типа (ГедаJlИ, llан Аполек, 

Сашка-Христос) по-свое/.IУ I1редстав,лпют еврейский мир, ГlОJ1I,ско-каТОJlическую ЩIВИJlИ­

зацию и казацко-фо,льк,лорную ку,льтуру. 

Трудно опреде,лить историческое значение Бабе,ля в его вышеноказаНIiОМ мировоз­

зрении: он был мастером его собственного жанра и не БОJlьше. Необходимо отметить 

высокую оригинаJlЬНОСТl, Бабе,ля 13 том, что на почве русской ,литературы, где важнейшим 

в творчестве считается оценка автором на содержания, он преврати,л даже мировоззрение 

в материал ДJlЯ произведенип, а также что он выраЗИJl мировоззрение не простым высказы­

ванием, а путем "пространственного" расположения рассказов, т. е., СШ\IOЙ конструкции 

внутри мира /{онар,М11 ll. 

В четвертой "JlaBe (заКJlючении) мы, несмотря на все вышенаПl1санное, утверждаем, 

что /{онар.МllЯ не ЯВJlяется "lIо.лифоничеСКI1М" ПРОl1зведением. Все э,лементы, 
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использованные в f{oHapALllll, отрезавшись от собственного контекста, перераСI10лагаются 

13 ДРУГО,I контексте. Они в :-'Iире нроизведения не сохраняют автомность как идеология в 

ШИРОКШI ОIЫС.ле, а IЮJl1ЮСТЬЮ подчиняются авторскому замыслу. Поэтому ,южно ска­

за'IЪ, что l3 f{oHap.Mllll СОВСбl отсутствует "ШlаJ10Г", а зато с:у'ществует только eJLIIHcTBeH­

ный голос автора, хотя у него УДIШIIТелыlО широкий диапазон. Такое !JРОТИl30речие 

!-(онард llll IJРОИЗОШJ10 l1З~за того, что Бабель, не II:Vlеющий свою идеологию, участвовал l3 

советско~!ю,л,ской войнс TOJII,KO как "наблюдатель", т. е., для сбора материалов ДJJЯ 

творчества. 

Свое "я", крайне сащюграничеllllЫЙ до нростого "lJзора", не по свосй воле, занимает 

трансцендентное место над ЮI3J10ГОwl !lдеологий и заключает в себе все, И1v1 тронутое, -­

от этого парадокса, общего ДЛЯ "1!1тераторов модернизма, Бабель всю жизнь избавиться не 

сумел. ИЗ 1vI3JJОГО КОJJичества !Jроизведений, ИЛI написанных ПОСJJе f{oHapAillll, успешными 

получились только автобиографические рассказы. 
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